
プログラムとしての活動の水準 =  outputs
level of activities

研究開発
プログラム

中間結果1
intermediate 
outcome 1

中間結果2
intermediate 
outcome 2

プログラムの
意図した結果

intended 
results

= outcomes

プロジェクト1
（採択課題1）

行政施策（補助装置）
supporting instruments

例）投資（委託、助成等）、誘導
（税制、規制、補助金、標準化、

知財、公共調達等）

プロジェクト2
（採択課題2）

プロジェクトn
（採択課題n）

例）投資（競争的資金、
委託、連携、COE等）

個別プロジェクト（採択課題）の
研究開発目標

プログラムの目標

社会一般

非意図的な成果・影響
（副次的成果・影響）
= impact

２．プログラムの目標と成果の関係

プログラムの特性別にみたアウトカム指標の考え方と事例

１．研究開発プログラムの類型

①科学的価値の創出を目的とするプログラム（研究開発型）

・基礎研究の振興
・学際的研究の振興、等

②経済的／社会的価値の実現を目的とするプログラム（ミッション型）

・経済的価値の実現
・社会的問題解決への貢献

・ いずれのタイプも固有の政策的目標を持つ。

・ プログラムの目標を具現化した項目をアウトカム（指標）として設定する。
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プログラムとしての活動の水準 =  outputs

研究開発
プログラム

中間結果1
intermediate 
outcome 1

中間結果2 
intermediate 
outcome 2

プロジェクト1
（採択課題1）

行政施策（補助装置）

例）投資（委託、助成等）、誘導
（税制、規制、補助金、標準化、

知財、公共調達等）

プロジェクト2
（採択課題2）

プロジェクトn
（採択課題n）

例）投資（競争的資金、
委託、連携、COE等）

個別プロジェクト（採択課題）の
研究開発目標

副次的成果・影響
= impact

プログラムの
意図した結果
= outcomes

プログラムの目標

1）研究者の自由な発想に基づく研究の多様性の確保
例．科研費・基盤研究

2）若手研究者の自立支援
例．科研費・特別研究員奨励費

3）共同研究等による新領域形成や領域の格段の進展
例．科研費・新学術領域研究

【評価項目・指標の例】
1）（非助成の研究と比較して）

生産された論文の被引用割合、
等
2）（非受賞の若手研究者との

比較で）テニュアトラックを獲得
した研究者の割合、次ステー
ジの助成金の獲得割合、等
3）新領域への研究者の参入

数の推移、第三者による領域
発展への寄与の度合いの
判定、等

【評価項目・指標の例】

助成した研究成果が産業化や
生活の質の向上につながった
顕著な事例
研究者人口の増加

権威のある国際的学会賞等
の受賞事例、等

【評価項目・指標の例】
1）応募数／応募資格者数の推移、第三者による
研究分野ポートフォリオの適切性の判定、等
2）受賞者の満足度、等
3）異分野間の共同研究プロジェクトの割合、
新たな学会の設立数、等

【評価項目・指標の例】
（アウトプット） →       （アウトカム）

論文数 論文の被引用数

①R&D型（科学的価値の創出を目的とするプログラム）
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